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　　犬爾の動き
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男4，54◎1纏）
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黛夏から秋までガンバリます“

　　　工場での「国際交流」
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　7月25日　一
　町に進出の自動車用組電線（ワイヤーハーネス）を生産

している会社に、フィリピン女性18人が来ています。

　この会社では・来春操業開始予定の新工場を￥現在フィ、

リピンに建設中です。

　この人たちは、そこでの指導員をめざして研修してい

ます・11月中旬ごろまで滞在の予定です。　平均年齢は

23歳です。

　たまたまフィリピンから町に嫁いだ4人のお嫁さんも￥

この会社で働いています。　（写真中段）

圃休日救急医「
8月13日大島医院（川原町）a52－2957

20日山口医院（下条）費55－2003

27日中条病院（中条）台57－3018

9月3日千手診療所（中央町）奮68－2034

10日至誠堂医院（西浦町）奮52－3276



轍
町内104カ所に設けられた初めてのポスター掲示場（木島）
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野
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滋
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一
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野
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業

・　届け出順に掲載しました、（敬称略）

・　年齢は、8月6日現在です。

・　町内名下の数字は、昭和32年9月1日から

　平成元年8月31日までの議員在職年月です。
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　8月31日で任期満了となる町議会議員の
一般選挙は、8月1日に告示されました．

　立候補届け出の締め切り、午後5時までに

届け出た立候補者が定数と同じ20人でした．

届け出た20人全員が、6日の投票を待た
ずに、無投票当選と決まりました．
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小
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当日の有権者数
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七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
即
日
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
選
出
議
員
と
比
例
代
表
選
出
議
員
の
二
種
類
を
投
票
し
ま
し
た
。
投

票
所
で
は
、
最
初
に
県
選
出
を
、
そ
の
あ
と
に
比
例
代
表
を
投
票
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
者
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
ち
が
っ
て
逆
に
記
載
し
た
も
の
な
ど
、
か
な
り

の
票
が
無
駄
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
川
西
町
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。新

潟
県
選
出
議
員

投
票
者
数
　
　
　
　
五
、
六
〇
八
人

投
西
蛋
＋

八
一
・
三
九
％

候
補
者
別
得
票
（
届
出
順
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み
ず
の
孝
吉

村
田
一
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い
な
む
ら
稔
夫

吉
川
芳
男

無
　
　
効

　
　
　
二
六
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二
〇
一
票

二
、
九
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六
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二
、
一
九
一
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一
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四
票

比
例
代
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選
出
議
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投
票
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投
西
張
＋

五
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六
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一
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・
二
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政
党
別
得
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ち
き
ゅ
う
ク
ラ
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界
浄
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連
盟

　
日
本
社
会
党
　
　
二
、

　
ス
ポ
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本
共
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誠
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緑
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党

教
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党

日
本
青
年
社

自
由
民
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党

福
祉
党

一
、

サ
ラ
リ
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マ
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新
党

原
発
い
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な
い
人
び
と

第
二
院
ク
ラ
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公
明
党

雑
民
党

民
社
党
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議
員
を
半
分
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減
ら
す
会

日
本
世
直
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政
事
公
団
太
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環
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橘
小
学
校
に

　
こ
の
た
び
、
橘
小
学
校
に
、
大
正

十
四
年
度
卒
業
生
一
同
か
ら
タ
チ
バ

ナ
の
木
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
木
が
贈
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
、

竹
田
校
長
先
生
が
、
地
域
の
方
々
と

気
品
あ
る
「
橘
」
と
い
う
名
を
大
切

に
し
、
郷
土
愛
を
育
て
て
い
き
た
い

と
い
う
話
を
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り

で
す
。

　
タ
チ
バ
ナ
の
木
は
、
ミ
カ
ン
科
の

常
緑
の
木
で
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
山
に
は
自
生
し
て
い
な
い
こ

の
木
に
は
、
白
い
五
弁
の
花
が
咲
く

そ
う
で
す
。

　
来
年
の
初
夏
に
は
、
花
が
咲
く
の

で
は
　
　
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

縷
盤
懸

嚢
難
鎌
糠
瀞
篠
．
、
纐
叢
皿

灘醗雛灘選灘灘灘　　　　　　 …　　　　　　　　す咲　秀なま1ン

町内学童親善相撲大会結果r．　　　　　　　　霧1………妻1萎…麟……………………

コ
　
　
　
場

果
撲7月16日・総合体育館相

…　○○庚塚○○

全天候型

スコート完成二テ

　
七
月
十
九
日
、
庚
塚
運
動
場
に
全

天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

■団体戦
優勝　千手小学校A
　（田辺学、川崎康平、星名力成、柳清輝、関口昌生、
　　高橋勲、大塚晋）

　2位橘小学校A
　　（五十嵐竜也、山口淳史、山本章人、滝井工、高橋

　　重人、藤原大輔、大久保篤史）

　3位　千手小学校C
　　（高橋伸一、井上吉典、尾身紀彦、清水俊樹、数

　　藤健太郎、平沢孝志、小林正英）

■個人戦

4　　年 5　　年 6　　年

優勝 小川　　正（仙田） 山本章人（橘） 南雲　啓至（千手）

2位 山口　淳史（橘） 滝井　　工（橘） 小林　一則（仙田）

3位 小野塚拓也（千手） 小熊敦剛（上野） 高橋　重人（橘）

4位 川崎　康平（千手） 柳　　清輝（千手） 関口　昌生（千手）

5位 清水　　剛（千手） 星名　力成（千手） 田畑　正範（上野）

6位 南雲　洋平（仙田） 藤巻和人（橘） 田畑　隆行（上野）

　
工
事
費
は
お
よ
そ
二
千
万
円
、
駐

車
場
や
、
練
習
用
の
壁
盤
も
合
わ
せ

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
去
年
オ
ー
プ
ン
し
た
高
倉
ブ
ナ
の

家
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
合
わ
せ
て
、
町

に
は
全
部
で
四
コ
ー
ト
の
全
天
候
型

が
完
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
庚
塚
運
動
場
は
、
昭
和
五
十
四
年

に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
五
十
七
年
に

ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設
が
取
り
付
け
ら

れ
、
今
回
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
に

よ
り
更
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
　
夏
の
夕
涼
み
が
て
ら
、
軽
快
な
音

を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
う
、
黄
色
の

ボ
ー
ル
に
会
い
に
、
庚
塚
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

声
援
に
こ
た
え
る
「
チ
ビ
ッ
子
」
力
士

　マ　　アさ襲　懇．　　撫

　　蟷臨灘

盛
窯
，

麟



　
町
で
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
職
員
二
人
を
、
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。
上
級
職
一
人
、

初
級
職
一
人
の
予
定
で
す
。

初
級
職
員
受
験
資
格

昭
和
4
3
年
4
月
2
日
～
4
7
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

（採用試験実施要項）

務塑鯛交採用の予定

イ寸8月1日～8月31日

町

一般事

申込受
（郵送消印は8月30日まで）

上
級
職
員
受
験
資
格

昭
和
39
年
4
月
2
日
～
4
3
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人
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コ

一
　
以
下
、
　
「
試
験
の
方
法
」
以
一

リ
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ロ

…
外
は
、
初
級
、
上
級
と
も
共
通
皿

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

皿
の
内
容
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
皿

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
試
験
の
日
時
と
場
所

1
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
l
O
月
1
日
（
日
）

受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
9
時
ω
分

試
験
場
　
長
岡
市
四
郎
丸
町

　
　
　
　
　
県
立
長
岡
大
手
高
校

初
級
試
験
の
方
法

　
　
高
校
卒
程
度
の
内
容
で
、
地
方

　
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

　
識
と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の

　
筆
記
試
験
と
作
文
試
験
を
し
ま
す
。

上
級
試
験
の
方
法

〈
教
養
試
験
〉

　
　
大
卒
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

　
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識

　
と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆

　
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉

　
　
大
卒
程
度
の
内
容
で
、
専
門
的

　
知
識
（
行
政
）
と
能
力
に
つ
い
て
、

　
択
一
式
の
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、

　
　
　
　
　
消
し
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー

合
格
発
表

ル
ペ
ン
や
万
年
筆
使
用

は
無
効
。

n
月
上
旬
ご
ろ

2
二
次
試
験

試
験
日
　
n
月
下
旬
ご
ろ
（
一
次
試

　
　
　
　
験
合
格
者
に
別
途
通
知
）

試
験
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
（
役
場
裏
）

方
法
面
接
試
験

3
採
用
日

　
平
成
2
年
4
月
－
日

4
受
験
手
続
き

申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課
庶

　
務
係

申
込
書
の
提
出
　
受
験
申
込
書
に
所

　
要
事
項
を
記
入
、
押
印
。

　
写
真
（
縦
4
・
～
×
横
3
．
～
無
帽
）

　
三
枚
を
添
え
て
役
場
庶
務
係
へ
。

申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　
履
歴
書
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

申
込
書
の
受
付
期
間

　
8
月
1
日
～
8
月
31
日
（
消
印
は

　
8
月
30
日
ま
で
有
効
）

5
問
い
合
わ
せ
先

　
町
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
8
六
八
⊥
三
一
一

　
　
　
　
　
　
有
線
二
二
二
二

県民芸術祭文芸部門作品

頁工要集募

1　締め切り

」一10月7日㊤消印有効

　
県
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
小
・
中
・
高
の
児
童
、
生
徒
は
除

き
ま
す
。
）

種
目
　
小
説

詩川俳短
柳句歌

審
査
員

小
説

詩

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
十

枚
以
内

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚

以
内一
人
五
首

一
人
五
句

一
人
五
句

田
中
栄
一
（
新
大
教
援
）

清
田
文
武
（
　
〃
　
）

戸
田
正
敏
（
日
本
現
代
詩
人

　
会
員
、
日
本
未
来
派
同
人
）

経
田
佑
介
（
県
現
代
詩
人
会

会
長
）

短
歌

俳
旬

川
柳

中
山
礼
治
（
現
代
歌
人
協
会

会
員
）

押
見
虎
三
二
（
新
大
名
誉
教

援
）

佐
藤
野
火
男
（
県
俳
旬
作
家

協
会
会
長
）

村
山
砂
田
男
（
日
本
俳
文
学

　
会
、
俳
人
協
会
各
会
員
）

河
口
弘
（
新
潟
川
柳
文
芸
社

　
客
員
、
柳
都
川
柳
社
同
人
）

中
山
英
月
（
新
潟
日
報
川
柳

　
選
者
）

応
募
上
の
注
意

①
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
黒
イ
ン

　
ク
か
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
く
。

②
応
募
原
稿
一
枚
目
に
次
の
こ
と

　
を
記
入
す
る
。

●
応
募
種
目
を
明
記
す
る
。

●
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン

　
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
を
（
）
書

　
き
）
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

　
番
号
を
記
入
す
る
。

●
二
枚
目
か
ら
本
文
を
書
く
。

③
一
種
目
一
編
、
一
人
二
種
目
以

　
内
と
す
る
。

④
応
募
の
際
、
あ
て
先
明
記
の
返

　
信
用
は
が
き
を
同
封
の
こ
と

あ
て
先

〒
9
5
0
　
新
潟
市
新
光
町
四
ノ
一

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
あ
て

　
封
筒
表
面
に
「
県
民
芸
術
祭
文
芸

作
品
応
募
原
稿
」
と
朱
書
す
る
。

懸
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七
月
三
十
日
、
役
場
庁
舎
に
併
設

さ
れ
て
い
る
地
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活
性
化
セ
ン
タ
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、
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町
、
農
協
、
商
工
会
が

主
催
し
、
各
種
の
グ
ル
ー
プ
の
協
力

で
、
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
町
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の

紹
介
と
、
地
元
商
店
と
の
ふ
れ
あ
い

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
農
協
特
産
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た
、

ス
イ
カ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
キ
ノ

コ
類
、
農
協
の
漬
物
、
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
手
づ
く
り
農
産
加
工

品
な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
商
店
か
ら
は
衣
料
、

日
用
雑
貨
、
食
品
な
ど
が
露
天
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
工
会
村
お
こ
し
特
産
品
の
「
タ

ニ
シ
の
缶
詰
」
や
、
ス
イ
カ
、
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
の
試
食
、
手
づ
く
り
そ

ば
の
実
演
も
あ
り
ま
し
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
る
と
緊
張
し
ま
す

「
第
一
ゲ
ー
ト
通
過
」
…
…
？

木
落
高
砂
会
が
優
勝

第
14
回

　
七
月
二
十
五
日
、
庚
塚
運
動
場
で

十
四
回
目
を
む
か
え
た
、
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
の
球
技
人
口
で
も
最
大
と
い
わ

れ
て
い
る
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
、

揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
チ
ー
ム
が

年
々
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
炎
天
下
、
三
十
六
チ
ー
ム
が
九
つ

の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予
選
リ
ー
グ

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

町
G
B
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
木
落
高
砂
会
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
一
分
団
寿
会
A
チ
ー
ム

三
位
　
山
之
根
長
寿
会
A
チ
ー
ム

四
位
　
二
分
団
明
朗
会
A
チ
ー
ム

お元気でなによりです

ひとり暮し老人

招待昼食会
ボランティアの歌と踊りに大拍手

　
講
識

轟
轟

　
．
叢
“
讐

　
七
月
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
、
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
招
待
昼
食
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
毎
年
、
春
と
秋
に
恒

例
に
な
っ
て
い
る
こ
の
会
を
、
楽
し

み
に
待
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
当
日
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻

有
荘
」
に
入
所
し
て
い
る
、
町
出
身

者
ら
も
含
め
て
三
十
八
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
熱
い
夏
を
、
な
ん
と
か
乗
り
切
っ

て
欲
し
い
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
人

た
ち
が
朝
早
く
か
ら
作
っ
た
心
の
こ

も
っ
た
料
理
が
い
っ
ぱ
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
と
、
な
ご
や
か
な
話
し
合
い

に
蜀
ホ
ッ
ト
」
一
息
つ
か
れ
た
よ
う

で
し
た
。

麟



善
光
寺
地
震

柏
崎
日

己ま”

そ
の
八

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二

十
四
日
（
現
在
の
五
月
七
日
）
の
夜

四
ツ
刻
（
午
後
十
時
）
に
大
地
震
が

起
き
る
。
震
源
地
は
信
濃
国
の
善
光

寺
で
、
こ
の
大
惨
事
は
後
世
に
「
善

光
寺
地
震
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。

　
川
西
地
方
は
そ
ん
な
で
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
、
家
屋
や
土
蔵
の
壁

に
亀
裂
を
生
じ
た
ほ
ど
の
振
動
が
、

断
続
的
に
七
日
間
も
続
い
て
い
る
。

　
「
中
魚
沼
郡
誌
」
に
は
、
こ
の
大

地
震
で
信
濃
国
の
虚
空
蔵
山
が
全
部

渋
海
川
（
手
前
）
が
信
濃
川
に
合
流
す
る

地
点
随
長
岡
・
長
生
橋
上
流
付
近

崩
れ
て
犀
川
に
押
し
出
し
た
た
め
、

千
曲
川
が
二
十
日
余
り
も
せ
き
止
め

ら
れ
た
と
あ
る
。
よ
ど
ん
だ
水
が
一

度
に
流
れ
出
す
と
、
川
西
郷
の
信
濃

川
沿
岸
は
、
四
月
十
四
日
（
現
在
の

五
月
二
十
七
日
）
の
朝
か
ら
水
量
が

急
に
増
し
て
記
録
的
な
大
洪
水
に
見

舞
わ
れ
る
。
家
財
・
器
具
や
人
畜
の

死
体
を
運
ぶ
泥
水
が
間
断
な
く
流
れ

て
き
て
そ
の
惨
状
は
目
を
覆
う
ば
か

り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

柏
崎
で
も
大
揺
れ

　
渡
辺
平
太
夫
は
、
柏
崎
の
陣
屋
で

浅
い
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。
四
ツ
を

打
つ
拍
子
木
の
音
を
耳
に
し
て
ま
も

な
く
、
大
地
が
グ
ラ
ッ
と
し
た
の
で

飛
び
起
き
た
が
、
地
震
は
し
だ
い
に

強
く
な
る
。
夜
回
り
や
小
使
い
、
玄

関
番
が
驚
い
て
外
へ
駆
け
出
し
、
そ

の
う
ち
に
陣
屋
内
は
騒
然
と
な
り
、

み
ん
な
が
表
へ
飛
び
出
し
た
。

　
一
晩
中
揺
れ
、
夜
が
明
け
て
も
、

ま
だ
折
々
揺
れ
て
不
安
が
増
し
、
朝

飯
を
満
足
に
食
う
者
も
な
か
っ
た
。

か
な
り
の
怪
我
人
が
あ
り
、
家
屋
や

井
戸
が
破
損
し
て
町
中
が
地
震
に
お

の
の
き
、
非
番
で
あ
っ
た
平
太
夫
も

出
役
す
る
。
三
島
や
蒲
原
は
柏
崎
よ

り
も
軽
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
高
田
で

は
大
く
ず
れ
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
。

　
善
光
寺
の
死
者
三
万
人

　
三
月
二
十
六
日
、
一
昨
夜
の
地
震

二
て
善
光
寺
大
潰
れ
、
凡
三
万
人
も

死
人
有
之
。
飯
山
尤
甚
敷
、
御
城
大

破
、
寺
ニ
ケ
寺
残
、
其
外
町
中
在
家

ベ
タ
潰
れ
之
上
。
出
火
二
て
人
も
屋

敷
も
灰
に
成
リ
候
風
聞
も
有
之
。

　
善
光
寺
先
頃
よ
り
開
帳
二
て
当
国

よ
り
も
日
二
仰
山
二
老
若
男
女
出
か

け
候
て
大
賑
ひ
二
有
之
所
故
、
幾
万

人
之
死
人
か
計
リ
難
と
申
も
有
之
。

籾
々
恐
敷
、
気
も
魂
も
消
ひ
行
様
成

咄
し
也
。
昼
後
天
気
二
成
リ
些
風
出

ル
。
さ
れ
と
も
揺
す
り
気
昧
悪
し
。

長
井
新
田
の
検
地

　
渡
辺
平
太
夫
は
、
こ
の
地
震
の
直

後
に
、
木
落
村
と
三
領
村
で
開
発
し

た
新
田
の
検
地
に
出
か
け
て
い
る
。

手
持
ち
の
資
料
が
欠
け
て
い
て
確
か

な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
日
記
の
前

後
か
ら
推
考
す
る
と
、
三
月
二
十
八

日
に
塚
山
宿
か
そ
の
近
在
の
村
に
泊

ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
二
十
九
日
（
現
在
の
五
月
十
二
日
）

の
朝
、
食
事
の
時
に
中
く
ら
い
の
地

震
が
あ
っ
た
が
、
宿
を
五
ツ
半
（
午

前
九
時
）
に
出
立
し
た
。
塚
山
峠
に

登
っ
た
ら
千
曲
川
と
渋
海
川
が
一
目

に
目
え
、
千
曲
川
は
お
お
き
に
濁
っ

て
い
た
と
話
し
て
い
る
。
四
ツ
半
、

（
午
前
十
一
時
）
過
ぎ
に
小
千
谷
宿

へ
着
き
、
二
階
で
弁
当
を
使
っ
た
。

御
堂
だ
け
が
残
っ
た

　
宿
の
亭
主
が
罷
り
出
て
、
大
地
震

の
惨
状
を
詳
し
く
教
え
て
く
れ
た
。

　
小
千
谷
宿
か
ら
も
拾
人
余
の
人
が

善
光
寺
詣
り
に
行
っ
て
お
り
、
生
死

が
不
明
で
家
族
が
心
配
し
て
い
る
。

善
光
寺
は
御
堂
だ
け
が
残
り
、
山
門

は
大
破
、
御
坊
は
残
ら
ず
潰
れ
て
焼

失
し
た
。
御
堂
に
は
坊
様
ば
か
り
何

百
人
も
泊
ま
っ
て
い
た
が
、
本
堂
に

居
た
者
に
は
怪
我
は
な
く
、
驚
い
て

外
へ
逃
げ
出
た
坊
様
が
か
え
っ
て
命

を
落
と
す
結
果
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
何
百
か
、
数
も
知
れ
な
い
ほ
ど
の

石
灯
籠
が
一
時
に
倒
れ
た
。
ふ
じ
屋

平
左
衛
門
と
申
す
旅
籠
屋
（
は
た
ご

や
）
に
八
百
人
ば
か
り
泊
ま
っ
て
い

た
が
、
三
十
人
ほ
ど
の
者
が
逃
げ
て

助
か
っ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
全
員
が

圧
死
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
ま
ん
ざ
ら
く

　
小
千
谷
で
万
歳
楽

　
亭
主
の
話
が
終
わ
る
と
、
人
足
共

が
揃
っ
た
の
で
駕
籠
（
か
ご
）
に
乗

っ
て
町
中
へ
出
た
。
小
千
谷
の
町
は
、

明
三
十
日
か
ら
一
二
日
の
間
縮
市
が
開

か
れ
る
そ
う
で
、
旅
商
人
が
諸
国
か

ら
入
り
込
ん
で
賑
や
か
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
時
、
家
々
の
中
か
ら

人
が
大
勢
、
何
か
叫
び
な
が
ら
ハ
ダ

シ
で
表
へ
飛
び
出
し
て
来
た
。
激
し

小
千
谷
・
本
町
通
り

い
音
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
た
大

き
な
地
震
が
き
た
の
だ
っ
た
。

　
駕
籠
か
き
の
人
足
共
が
驚
き
、
「
こ

う
し
ち
ゃ
居
ら
ん
ね
え
、
家
が
心
配

だ
す
け
行
っ
て
様
子
を
見
て
来
る
」

と
言
い
、
駕
籠
を
置
き
放
し
て
飛
ん

で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
駕
籠
の
外
へ
出
て
み
る
と
、
家
々

の
柱
と
壁
の
間
が
ハ
ッ
ク
リ
く
と

口
を
開
い
て
い
る
。
二
十
四
日
の
地

震
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た

が
、
町
の
大
通
り
は
人
が
集
ま
っ
て

黒
山
の
よ
う
に
な
っ
た
。
血
相
を
変

え
て
「
万
歳
楽
、
く
」
と
申
す
者

や
、
　
「
ヤ
レ
恐
敷
、
く
」
と
申
す

者
で
ご
っ
た
が
え
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
人
足
共
が
戻

っ
た
の
で
ま
た
駕
籠
に
乗
り
、
千
曲

川
西
を
三
領
、
木
落
へ
向
か
っ
た
。

麟



　
謹
啓
毎
月
の
広
報
を
大
勢
の
方

が
た
が
、
ど
ん
な
に
楽
し
み
に
読
み

返
し
て
い
る
こ
と
か
、
手
に
取
る
よ

う
に
分
か
り
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人

で
す
。
年
を
と
る
と
、
若
い
こ
ろ
感

盆歌をロずさみ匙息

田舎のある幸せを

八王子市松浦サクさん
　　　　　　（中仙田出身）

善

　
じ
な
か
っ
た
郷
土
愛
が
強
く
な
り
、

懐
か
し
く
昔
を
し
の
ん
で
い
ま
す
。

　
　
「
望
み
あ
る
身
は
谷
間
の
清
水

し
ば
し
木
の
葉
の
下
く
ぐ
る
」
　
「
だ

れ
か
来
た
よ
だ
流
し
の
外
に
　
鳴
い

た
ス
ズ
ム
シ
音
を
と
め
た
」
な
ど
と

盆
踊
り
の
歌
を
う
た
っ
て
み
た
り
し

て
い
ま
す
。
田
舎
の
な
い
方
に
は
分

か
ら
な
い
よ
さ
で
す
。

　
ブ
ナ
が
う
っ
そ
う
と
繁
り
、
山
あ

い
か
ら
キ
ジ
の
鳴
き
声
が
し
た
り
、

八
月
と
な
れ
ば
芳
香
を
た
だ
よ
わ
せ

て
美
し
い
ヤ
マ
ユ
リ
が
咲
い
た
り
、

平
和
な
川
西
町
は
、
ほ
ん
と
う
に
良

い
所
で
す
。
み
な
様
の
お
か
げ
で
、

す
ば
ら
し
い
発
展
ぶ
り
で
頼
も
し
い

限
り
で
す
。

　
欲
を
言
え
ば
、
も
っ
と
嫁
さ
ん
が

ど
ん
ど
ん
決
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

八
王
子
で
も
男
性
が
多
く
て
嫁
さ
ん

が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。
何
し
ろ
大

学
が
二
十
校
も
あ
り
、
都
心
か
ら
八

王
子
へ
若
者
が
通
っ
て
来
ま
す
。
駅

の
ラ
ッ
シ
ュ
は
見
も
の
で
す
。
で
も

大
会
社
が
な
い
の
で
、
税
金
は
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

㈲
川
西
ク
リ
ー
ン
（
井
川
喜
美
子
社

長
・
新
町
新
田
）
　
　
　
　
十
万
円

広
報
発
行
に

土
肥
正
栄
（
墨
田
区
）

中
条
隆
二
（
鹿
児
島
県
）

九
千
円

一
万
円

で
す
。

　
青
い
畑
に
高
層
建
物
が
並
び
、
山

を
く
ず
し
て
住
宅
が
建
っ
て
い
ま
す
。

農
家
の
若
い
人
た
ち
も
勤
め
人
と
な

り
、
年
寄
り
だ
け
で
は
耕
作
で
き
な

い
と
し
て
農
地
が
マ
ン
シ
ョ
ン
や
駐

車
場
に
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。

　
顔
は
老
い
て
も
、
髪
は
黒
く
洋
服

も
明
る
い
色
の
七
十
歳
以
上
の
方
が

た
が
、
街
を
歩
い
て
い
ま
す
。
バ
ス

は
タ
ダ
だ
し
、
小
使
い
は
も
ら
つ
し
、

家
の
仕
事
は
あ
ま
り
し
な
い
し
ど
い

う
こ
と
で
す
。
で
も
、
昔
か
ら
働
き

づ
く
め
で
来
た
人
た
ち
で
す
。
足
腰

の
悪
い
人
の
多
い
こ
と
。
行
き
先
を

尋
ね
る
と
毎
日
外
料
医
通
い
だ
と
い

い
ま
す
。
田
舎
で
も
足
腰
の
痛
み
に

悩
ん
で
い
る
方
が
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
時
節
柄
、
皆
々
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
か
し
こ

ア
メ
に
昔
を

　
　
　
　
　
し
の

び

墨
田
区

　
拝
啓
　
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
で
公
務
に
精
励
の
こ

と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
「
広
報
か
わ
に
し
」
に
、
不

肖
私
ご
と
き
者
の
こ
と
を
、
た
び
た

び
掲
載
い
た
だ
き
有
り
難
く
、
そ
し

て
申
し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
無
償
配
布
の
つ
た
な
い
著
書
に
対

し
、
大
勢
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご

厚
情
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し

つ
つ

土
肥
正
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
室
島
出
身
）
）

て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
銘
々
様

に
は
ご
返
礼
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

も
と
も
と
無
償
を
趣
旨
と
し
て
い
ま

し
た
も
の
で
、
い
た
だ
い
た
一
部
を

広
報
発
行
の
一
助
に
で
も
な
れ
ば
幸

い
と
同
封
し
ま
し
た
。
ご
受
納
く
だ

さ
い
。

　
私
の
子
供
の
こ
ろ
、
あ
の
山
深
い

室
島
あ
た
り
ま
で
、
万
国
旗
を
飾
っ

た
太
鼓
を
頭
に
の
せ
、
指
に
つ
け
た

竹
切
れ
を
、
カ
チ
カ
チ
鳴
ら
し
な
が

ら
、
ア
メ
売
り
が
来
ま
し
た
。

　
「
ア
メ
が
伸
び
れ
ば
身
上
が
伸
び

る
。
身
上
が
伸
び
れ
ば
寿
命
が
伸
び

る
」
と
、
身
振
り
手
振
り
よ
ろ
し
く

集
落
中
の
子
供
た
ち
を
集
め
ま
す
。

そ
し
て
、
つ
ば
を
つ
け
て
は
朝
鮮
ア

メ
を
引
き
の
ば
し
、
は
さ
み
で
適
当

に
ち
ょ
ん
切
っ
て
、
売
っ
て
い
ま
し

た
。
　
メ
リ
ケ
ン
粉
で
ま
ぶ
し
た
白
い
ア

メ
を
、
一
銭
、
二
銭
と
買
い
求
め
、

大
事
に
し
ゃ
ぶ
っ
た
の
も
、
つ
い
こ

の
間
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　
現
在
で
は
、
近
代
製
法
の
ア
メ
が

豊
富
に
出
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
珍

し
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔
を
し
の

び
な
が
ら
少
し
ば
か
り
送
り
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
の
休
憩
時
間
に
で
も

ご
賞
味
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
末
筆
な
が
ち
、
皆
々
様
の
ご
健
康

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
つ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
お

送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
転
勤
の
多
い
職
業
で
、
な
か

な
か
帰
省
で
き
な
い
の
で
、
毎
月
送

ら
れ
て
く
る
「
広
報
か
わ
に
し
」
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
月
分
か
ら
の
送
料
と
、
少
し
で

す
が
、
広
報
発
行
の
お
役
に
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
七
月
二
十
二
日

　
　
鹿
児
島
県
名
瀬
市
　
中
条
隆
二

⑨



　
七
月
十
七
日
、
「
な
か
ま
の
家
」

に
民
謡
歌
手
の
田
中
瑞
穂
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
に

町合併三

十
周
年
記
念
に
作
ら
れ
た

「
川
西
音
頭
」
を
歌
っ
た
歌
手
で
す
。

　
全
国
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
慰
問

し
て
い
る
と
い
う
田
中
さ
ん
は
、
前

夜
、
四
日
町
（
十
日
町
市
）
の
十
七

川西音頭の田中さん

なかまの家を訪問
灘

㎎
蕪

縣

　　難
騒

夜
ま
つ
り
に
出
演
し
、
空
い
た
時
間

を
利
用
し
て
「
な
か
ま
の
家
」
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
歌
手
を
初
め
て
迎
え
た
「
な

か
ま
の
家
」
の
人
た
ち
は
、
心
か
ら

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
民
謡
や
演
歌
を
熱
演
、
お
得
意
の

三
味
線
も
披
露
し
て
く
れ
て
、
あ
っ

と
い
う
間
の
一
時
間
で
し
た
。

嚢
灘
灘

　
　
　
　

鍵
蕪
灘

和
服
姿
で
歌
う
田
中
さ
ん
と

　
共
演
す
る
「
な
か
ま
の
家
」
の
人
た
ち

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝言＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝器＝333＝＝＝＝38器3＝＝＝＝＝＝3＝＝器＝器＝＝＝＝器＝3＝＝

趨纏

〈
千
手
小
学
校
丁

麟

6年星名恵美子さん

2
年
　
保
坂
奈
穂
美
さ
ん

2
年
　
南
雲
基
延
君

　
　
さ
ん

鱗
雛

5
年
　
蔵
品
和
臣
君

6
年
　
春
日
麻
由
美
さ
ん

4
年
野
上
康
代
さ
ん

（
9
月
号
は
上
野
小
学
校
で
す
）



「
川
酉
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

現
状
と
課
題
」
を
実
践
発
表
す
る
生
徒

襲1
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妻有の地は誰瞭もが

誰にでもするよ蠕福祉

郡叢福祉弐会ローガン

　
七
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、

千
手
小
学
校
で
第
一
回
郡
市
社
会
福

祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
の
社
会
福
祉
関
係
者
や
各
市
町

村
の
民
生
委
員
ら
、
お
よ
そ
五
百
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
席
上
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
　
（
以
下
敬
称
略
）

民
生
委
員
・
児
童
福
祉
委
員
功
労
表

彰　
星
名
イ
シ
（
上
野
）

　
内
山
君
江
（
新
町
新
田
）

　
水
品
　
節
（
三
領
）

　
片
桐
一
郎
（
小
白
倉
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰

県
巫
川
西
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
　
　
　
長
い
間
、
社
会
福
祉
施
設
の

　
　
清
掃
や
友
愛
訪
問
活
動
を
し
た

　
　
り
、
福
祉
関
係
の
行
事
へ
参
加

　
　
し
た
り
し
て
、
地
域
の
福
祉
増

　
　
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

小
林
あ
き
子
（
中
仙
田
）

　
　
　
ず
っ
と
、
老
人
給
食
サ
ー
ビ

　
　
ス
事
業
の
弁
当
を
、
ボ
ラ
ン
テ

　
　
ィ
ア
で
配
送
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
じ

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
「
虹
の
会
」

（
会
員
十
人
、
南
雲
一
枝
会
長
）

　
　
　
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
、

　
　
町
の
広
報
紙
や
小
説
な
ど
を
カ

　
　
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で

　
　
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

6．11

松葉沢

探
鳥
会
に
参
加
し
て

＋
日
町
市
山
賀
春
江

　
こ
の
朝
は
曇
り
、
と
も
す
る
と
雨

に
な
る
の
で
は
と
心
配
し
な
が
ら
、

と
も
か
く
も
出
発
し
た
。
一
つ
残
念

だ
っ
た
の
は
、
小
学
校
の
運
動
会
と

重
な
っ
て
、
子
供
た
ち
の
参
加
が
な

か
っ
た
こ
と
。
で
も
、
運
動
会
の
始

ま
る
午
前
八
時
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
父
母

の
方
々
が
、
熱
心
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
は
心
か
ら
感
謝
し
た
。

　
ま
ず
、
出
発
地
点
か
ら
聞
こ
え
た

ウ
グ
イ
ス
の
声
、
し
ば
ら
く
し
て
ホ

ト
ト
ギ
ス
…
…
。
ウ
グ
イ
ス
は
、
い

つ
も
薄
暗
い
や
ぶ
の
中
に
い
て
、
明

る
い
と
こ
ろ
に
は
出
て
来
な
い
の
だ

が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
中
腹
の
明

さ
ん

る
い
場
所
の
枝
先
に
止
ま
っ
て
、

い

か
に
も
楽
し
そ
う
に
鳴
い
て
い
る
。

「
川
西
の
ウ
グ
イ
ス
は
サ
ー
ビ
ス
が

良
い
」
な
ど
と
冗
談
を
言
い
な
が
ら

心
ゆ
く
ま
で
眺
め
た
の
で
あ
る
。

　
山
の
静
け
さ
の
中
に
響
き
渡
る
小

鳥
の
さ
え
ず
り
は
、
澄
み
き
っ
て
と

て
も
美
し
い
。
同
じ
小
鳥
で
も
、
街

中
で
聞
く
の
と
は
一
味
違
う
美
し
さ

だ
。
ま
た
、
万
緑
の
中
の
が
け
に
咲

く
ピ
ン
ク
の
キ
ョ
ウ
ガ
ノ
コ
や
、
谷

間
に
見
る
ウ
ド
の
大
木
の
白
い
花
も
、

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
こ
の
季
節
は
、
雪
消
え
と
同
時
に

や
っ
て
来
た
春
の
小
鳥
が
営
巣
し
、

　
六
月
二
十
六
日
か
ら
四
日

間
、
十
日
町
地
区
皇
居
勤
労

奉
仕
団
五
十
一
人
が
、
皇
居

の
清
掃
奉
仕
を
し
て
き
ま
し

た
。
当
町
か
ら
は
十
五
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
、
奉
仕

団
を
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
先

　
山
野
田
　
田
村
才
一
郎

魯
6
8
2
3
9
5
㈲
2
3
1
8

す
で
に
ヒ
ナ
が
巣
立
っ
て
い
る
。
そ

こ
に
夏
鳥
が
渡
っ
て
来
て
さ
え
ず
る

の
で
、
探
鳥
に
は
と
て
も
良
い
時
期

で
あ
る
。
こ
の
日
は
三
十
四
種
も
の

小
鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
大
切
な
の
は
、
こ
の
辺
り
の

森
が
自
然
の
ま
ま
人
手
が
加
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
針
葉
広
葉

混
交
林
で
、
常
緑
樹
あ
り
、
落
葉
樹

あ
り
。
ま
た
、
え
さ
に
な
る
木
の
実

や
虫
な
ど
も
多
い
こ
と
か
ら
、
小
鳥

は
安
心
し
て
こ
こ
に
営
巣
し
、
ヒ
ナ

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら

小
鳥
の
種
類
も
多
い
の
で
あ
る
。

　
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
ウ
グ
イ
ス
、

目
白
、
シ
ジ
ユ
ウ
カ
ラ
が
い
る
。
山

だ
か
ら
見
ら
れ
る
タ
カ
の
仲
間
サ
ン

バ
も
い
る
。
大
体
、
ト
ビ
と
同
じ
く

ら
い
の
大
き
さ
で
、
ト
ビ
の
よ
う
に

翼
を
ピ
ン
と
張
っ
て
、
悠
々
と
大
空

を
旋
回
し
て
い
る
様
は
見
事
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
探
鳥
会
を
、
今

回
限
り
に
せ
ず
、
川
西
町
の
春
の
行

事
の
一
つ
と
し
て
毎
年
実
行
し
て
ほ

し
い
と
一
同
の
希
望
で
あ
る
。

　
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

早
朝
の
ひ
と
時
、
山
の
緑
の
中
に
浸

っ
た
と
き
、
多
分
、
毎
日
の
忙
し
さ

を
忘
れ
、
何
か
し
ら
新
鮮
な
気
持
ち

で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
を
見
つ

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
ま
た
来
年
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、

こ
の
稿
を
終
わ
る
。

　
　
　
（
十
日
町
市
野
鳥
の
会
会
員
）

働



昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

柄
澤
幸
一

池
竹
カ
ズ
イ

南
雲
イ
チ

江
ロ
　
キ
ン

58

零
人
）
沖
立

鎗
（
薫
右
）
原
田

75

（
直
秀
）
中
仙
田

78

（
春
夫
）
小
白
倉

長
谷
川
ち
よ
7
9
（
清
一
）
赤
谷

上
村
　
サ
ダ
兇
（
誠
）
上
　
野

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
く
み

市
川
　
　
匠
　
　
真
　
二
男
学
校
町

　
　
　
　
　
シ
ズ
エ

　
　
　
さ
お
り

　
　
　
　
　
和
　
男

田
村
　
沙
織
　
　
　
　
長
女
高
原
田

　
　
　
　
　
美
智
代

　
　
　
の
り
ひ
ろ
重
則

小
林
則
広
　
　
　
二
男
木
島

　
　
　
　
　
明
　
美

　
　
　
な
つ
き

丸
山
　
夏
輝
安
彦
二
男
霜

　
　
　
　
　
幸
　
子

　
　
き
ょ
う
こ

　
　
　
　
　
重
　
義

渡
邊
響
子
　
　
　
二
女
仁

　
　
　
　
　
砂
恵
子

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

星
名

（
久
保
田

（
聾

宣
男

千
寿
子
正
則
容
子

田条

霜
条

＋
日
町
市
か
ら

塩
辛
卜
日
町
市
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
贋

（　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

○
宿
坊
の
桧
皮
葺
屋
根
苔
の
花

○
緑
濃
き
御
油
の
松
み
な
老
い
た
れ
ど

　
鳳
来
寺
仏
の
山
の
仏
法
僧

　
梅
雨
晴
の
こ
こ
茶
ど
こ
ろ
の
奥
三
河

　
深
山
に
ひ
び
き
か
・
れ
る
滝
二
つ

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

○
峰
々
の
鉄
塔
高
き
夏
の
雲

○
朝
顔
の
一
番
花
の
蕾
大

　
　
一
坂
を
越
え
て
峠
の
合
歓
の
花

　
岩
苔
に
滝
風
の
来
る
雫
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

○
地
下
足
袋
の
爪
先
熱
き
日
の
盛
り

　
吸
い
込
ま
る
如
き
青
さ
よ
夏
の
空

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

○
球
幾
度
ゲ
ー
ト
を
外
れ
て
炎
天
下

　
燃
え
尽
す
灰
の
渦
巻
蚊
取
香

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

○
紫
陽
花
の
群
生
の
中
白
ま
ぶ
し

　
ひ
ぐ
ら
し
に
お
が
ら
の
煙
立
ち
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

　
墓
参
ま
で
あ
と
半
月
や
星
月
夜

　
渡
り
来
る
風
に
色
あ
り
麦
の
秋

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
　
桂
吉

　
大
夏
木
枝
が
っ
ち
り
と
句
碑
の
天

　
蝶
に
似
し
額
の
花
よ
り
蝶
翔
ち
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

　
無
雑
作
に
草
に
置
か
れ
て
夏
帽
子

　
新
装
の
ビ
ル
の
窓
々
青
簾

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

　
大
奥
の
跡
と
や
松
の
風
涼
し

　
は
ら
か
ら
に
母
の
忌
近
し
盆
近
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

　
検
診
の
結
果
気
に
な
り
熱
帯
夜

　
信
濃
川
流
れ
澄
み
た
る
土
手
涼
し

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

　
昼
寝
子
の
腹
に
か
け
や
る
夏
布
団

　
孫
の
絵
も
添
え
て
中
元
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
　
信
一

　
紅
蓮
の
大
輪
弁
天
池
に
映
え

二
千
年
蓮
開
き
た
る
蓮
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

山
包
む
も
や
流
れ
ゆ
く
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

遠
雷
や
雨
く
る
ま
で
の
小
一
服

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

消
え
て
の
ち
闇
深
ま
り
し
花
火
か
な

　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

朝
顔
の
続
き
咲
き
つ
ぎ
夏
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

霊
峰
を
か
す
か
に
仰
ぐ
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

盆
近
し
み
ん
み
ん
蝉
の
し
き
り
鳴
く

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ひ
ま
わ
り
の
黄
色
明
る
き
夏
の
風

　
　
　
　
　
山
野
田
　
斉
木
　
俊
郎

蝉
の
鳴
く
声
に
明
け
ゆ
く
夏
ら
し
さ

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

わ
が
病
み
て
梅
干
す
妻
の
髪
白
し

　
　
　
　
　
足
立
区
　
山
形
　
頼
太

く
っ
き
り
と
ダ
ム
の
水
位
や
草
い
き
れ

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

麟

洗
浄
剤
薯
　
　
‘

　
家
庭
用
洗
浄
剤
や
漂
白
剤
は
、
用

途
別
に
数
多
く
の
製
品
が
出
回
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
か
び
取
り
剤
1
こ
れ
を

使
え
ば
、
す
ぐ
に
も
か
び
が
取
れ
る

便
利
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

中
に
は
、
漂
白
・
殺
虫
作
用
の
あ
る

塩
素
系
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
酸

性
物
質
と
一
緒
に
使
う
と
、
科
学
反

応
を
起
こ
し
、
有
害
な
「
塩
素
ガ
ス
」

が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
ガ
ス
を
誤
っ

て
吸
い
込
ん
だ
た
め
、
死
亡
し
た
例

も
あ
り
ま
す
。
洗
浄
剤
・
漂
白
剤
の

特
性
を
知
っ
た
う
え
で
、
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。

　
洗
浄
剤
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

塩
素
系
と
酸
性
タ
イ
プ
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
一

鑓’

ぢ
が
混
合
さ
れ

　
謹
謹

　
　
　
鱗

露囑

◆
獄

て
使
わ
な
い

る
と
、
塩
素
ガ
ス
が
発
生
し
ま
す
。

　
現
在
、
市
販
さ
れ
て
い
る
洗
浄
剤

な
ど
に
は
、
塩
素
系
・
酸
性
タ
イ
プ

の
表
示
が
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
書
き
を
必
ず
読
ん
で
か
ら
、
使
い

ま
し
ょ
う
。

　
に
お
い
が
し
た
ら
、

　
　
「
ー
す
ぐ
換
気

　
絶
対
に
ほ
か
の
製
品
と
混
ぜ
て
使

わ
な
い
こ
と
で
す
。
使
用
の
途
中
で

洗
剤
が
切
れ
た
場
合
、
別
の
洗
剤
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
種
類
を
確
か
め

ず
に
使
う
の
は
、
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。
同
じ
種
類
の
も
の
を
買
っ
て
く

る
か
、
あ
る
い
は
、
き
れ
い
に
洗
い

樋
蕎
諭
鴇
を
使
．
季
．
羅

　
　
　
　
　
塩
素
ガ
ス
は
刺
激
の
強
麗

　
　
　
　
い
に
お
い
が
し
ま
す
．
に
幽

　
　
　
　
隷
に
気
が
付
い
た
と
き
翻

　
　
　
　
辮
錺
暢
櫓
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
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